
。言言；言~I~こ口／めの作：
0安全でゆとりと潤いのある施設整備
•生活の場としての施設

・健康に配感した施設

•安全・防犯への対応
・施設のバリアフリ・一対応

・環境との共生

•特色を生かした計画

〇家庭や地域と連携した施設整儘

｀幼稚園・家庭・地域の連携
・「預かり保育」姦3への対応

※3 

。子育て支援活動への対応

・幼稚園開放のための施設。環境

・保育所と連携した施設計画

。複合化への対応

.0安全でゆとりのある空間
•安全・防犯対策
（死角の除去、防犯設偉の導入等）

・化学物質汚染対策
（通風や換気に配慮、適材な建材の選定等）

・多様な家具計画（建物と一体的に許剛

〇家庭・地域と連携した空間

．預かり保育室

（午睦やおやつ等「預かり保脊」特有の活動に

対応）

，子育て支援室

ぽ育て相談やサーク）け蒻加奈に対応）

・PTA室
（保護者、地域の人々 、ポランティア等の学習

や交流に対応）

・保育所との有機的な連携
（遊戯室、調理室、屋外環境等の共用化）
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本年5月31日より開催されるワールドカップサッカー大会は、多く

の外国人観光客が訪日し、外国人の方々に日本の文化等を初めとする

日本の様々な魅力をアピールする良い機会である。

このような観点から、文部科学省関係では、以下の取組みを実施す

ることとしている。

（注意事項）

◎国立文化施設の入館料の減免
-・ ・-・・・・-・-・・ --・-・----・-・・--・--・・-・・--・・--・・-← •···--····-·-----·-- --・---・---・-------------

io国立博物館・美術館
i 東京国立博物館、京都国立博物館、奈良国立博物館、東京国立近代美

i 術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館、国立国際美術館の7館に
i おいで旅券を提示した外国人については常設展観覧料を無料とする。
! 0国立科学博物館及、日本科学未来館（科学技術振興事業団）
！ 旅券を捉示した外国人について入館料を無料とする。

i O国立民俗学博物館、国立歴史民族博物館
！ 旅券を提示した外国人について入館料を無料とする。
iO国立劇場国立能楽堂、国立文楽劇場、新国立劇場 ： 

！ 旅券を提示した外国人について入館料を割引きとする。 ： 

iO秩父宮記念スポーツ博物館（日本体育・学校健康センター） i 

｛ 旅券を提示した外国人について入館料を無料とする。 ： 

！ ＊上記施設の入館料減免の実施期間は、いずれも、大会期間中(5/31~6/30)i 
！ 及び大会前後一週閻（休館日は除く）とすることが決定されている。 ： 
し―----------~←--------―---••- -—-—•------------' 
＊第4回2002年ワールドカップサッカー開催準備問題に関する関係副大臣会議
(3/5)において、 「ワールドカップを契椴とした文化・観光等の情報発信
の推進」がとりまとめられ、 「国立文化施設等における入場料減免措置J等に
ついて検討・実施していくことが決定。
＊入場料の減免・,文化ボランティアの活用については、国立文化施設等に対する

協力依頼の通知を発出 (3/25文部科学事務次官通知）

◎日本文化の紹介
• ーー・―---・ ---- - - -→-------・ 

〇文部科学省ホームベージ

「2002年ワールドカップサッカーインフォメーション」の開設
(3/26）（日英ニヶ国語）

http: //www,mext,go,jp/worldcup/index.htm 
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